
 

 

即時オープンアクセスへの対応フロー 

本学では、論文及び根拠データについて、当面、競争的研究費の 4 制度を使った場

合に限定して、即時オープンアクセスへの対応を行う。なお、公開を妨げるものでは

ないことから、公開したい場合には研究者が適切に登録を行うこととする。 

即時オープンアクセスに関する対応フローは次のとおり。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい 

はい 

はい 

はい 

論文、根拠データについて、次の競争的研究費を使った成果であるか。  

JSPS 科学研究費助成事業 

JST  戦略的創造研究推進事業（ALCA-Next、CRONOS 除く） 

AMED 戦略的創造研究推進事業 

JST  創発的研究支援事業 

本学においては、現時点では対応不要 

ただし、論文及び根拠データの公開を 

妨げるものではありません。 

公開したい場合は下へ 電子ジャーナルであるか 

出版社サイトでゴールド OA に

しているか 

査読付きの学術論文であるか 

4 つの競争的研究費を使った場合、資金配分機関への 

実績報告の際、識別子（URL,DOI）を掲載する必要がある。 

「公開可能な分野別リポジトリ」又は 

「熊本大学学術リポジトリ」※ への登録が必要 

エンバーゴ有りの場合は、解消後すみやかに 

いいえ 

対応完了 


